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syobochim-doc


本ドキュメントの目的

開発担当者が開発環境について理解するためのドキュメントです。
本ドキュメントを参照することで、開発者は開発環境の全体構成を知り、スムーズに開発作業を開始することが出来ます。




想定読者

以下読者を想定しています。


	PG / UT工程中の開発担当者






前提知識

以下知識を保持していることを前提とします。


	PG / UT工程中に必要となるプロセスに関する基本的な知識。
	テストコードの作成やソースコードレビューについて知っている





	構成管理についての、基本的な知識。
	Subversionを使用した開発経験を保持していればOK










書いていること


	ソースコードの構成管理の全体像

	Gitを使用した構成管理についての基本的な考え方（リモートリポジトリとローカルリポジトリ、ブランチ）

	開発をスタートするうえでの最低限の操作






書いていないこと


	そもそも構成管理とはなにか

	ツールのインストール方法、初期設定方法(環境構築ガイドに書いてあるようなこと)

	実行コマンド

	各種ツールの高度な使い方





	1. ソースコード管理の流れ
	1.1. 使用技術

	1.2. Gitについて





	2. Git利用ガイド
	2.1. 記載内容

	2.2. 使うツール

	2.3. SubversionとGit

	2.4. ブランチについて

	2.5. 実際の操作

	2.6. 操作方法リンク先





	3. 結合テスト工程のリリースについて
	3.1. 記載内容

	3.2. 前提












おねがい

本ドキュメントを読んで気づいたことやフィードバックなどあれば、次のURLからissue登録いただきたいです。

issue登録先 [https://github.com/syobochim/doc/issues]
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1. ソースコード管理の流れ

PG・UT中のソースコード管理の流れを以下に記載します。

[image: ../_images/all.png]

1.1. 使用技術


	バージョン管理はGit / GitBucketを使用します。

	ビルドツールおよびライブラリ管理はmaven / Artifactoryを使用します。

	CIはJenkinsを使用します。

	ソースコードの品質監視にはSonarQubeを使用します。




1.1.1. ソースコード管理の流れ


	開発PCにてソースコードを変更し、gitにてバージョン管理を行います。

	開発者はソースコードをGitBucketにpushし、GitBucketにてソースコードのバージョン管理を行います。

	Jenkins はGitBucketから最新のソースコードを取得し、アプリケーションが常に動作する状態か監視します。

	Jenkinsと SonarQube が連携されており、ソースコードの品質を常に監視しています。

	Jenkinsから各モジュールをライブラリ(jar)として Artifactory に格納することで、開発者は最新のモジュールを取得することが出来ます。




注釈


	Jenkinsはテスト・ビルドを実行します。

	Jenkinsにて監視しているのはmasterブランチとdevelopブランチです。

	SonarQubeはソースコードの複雑度の計測やコーディングチェックなどを行い、視覚化します。

	SonarQubeにて監視しているのはmasterブランチとdevelopブランチです。

	Artifactoryはjarをライブラリとして管理することが出来ます。

	アーキチームやDBAの管理ソースは、ライブラリ(jar)として提供されます。










1.2. Gitについて


Gitの使用方法を以下ドキュメントに記載します。

コミットコメントやレビュー方法についても記載しているので、目を通してください。







	Git利用ガイド
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2. Git利用ガイド


2.1. 記載内容


2.1.1. 書いていること


	Gitを使用した構成管理についての基本的な考え方（リモートリポジトリとローカルリポジトリ、ブランチ）

	開発をすすめていくなかでの最低限の操作方法

	GitとSubversionの構成管理の考え方の違い(説明のなかで少し出てきます)






2.1.2. 書いていないこと


	そもそも構成管理とはなにか

	ツールのインストール方法、初期設定方法(環境構築ガイドに書いてあるようなこと)

	実行コマンド

	高度な使い方








2.2. 使うツール


2.2.1. 開発PC

開発PCには次のツールがインストールされていることを前提とします。


	git

	SourceTree






2.2.2. リモートリポジトリ


	gitBucket(ブラウザから参照出来る画面です。)








2.3. SubversionとGit


構成管理の考え方についてはSubversionとGitでの大きな差はありません。

どちらも、開発者はローカルにてソースコードの変更し、リモートリポジトリにソースコードを格納することでソースコードの共有を行います。

また、ソースコードの変更差分のバージョン管理はリモートリポジトリにて行います。




SubversionとGitでの開発者の操作のながれを２つの図で記載します。

以下の2つの図を見比べてみても、開発者の操作はほぼかわりません。

ただし、 Gitにはローカルリポジトリというものがある ということを覚えてください。







注釈

※SubversionにはあってGitにない操作、GitにあってSubversionにない操作を黄色枠で囲っています。




2.3.1. Subversionの操作のながれ

[image: ../../_images/Subversion.png]



2.3.2. Gitの操作のながれ

[image: ../../_images/Git.png]



2.3.3. ローカルリポジトリとリモートリポジトリ


ローカルリポジトリとは、開発PC内で（オフラインで）コミットの記録を保管しておける領域です。ローカルリポジトリへのソースコード変更の登録は”自分だけ“がわかります。




リモートリポジトリはgitBucketにて管理しているリポジトリのことです。リモートリポジトリへのソースコード管理の登録は”チームメンバへ“変更内容を展開することが出来ます。




Gitでは、ローカルリポジトリに一度変更差分を登録し、その変更差分をリモートリポジトリに反映していきます。




操作が”ローカルリポジトリに対して“か”リモートリポジトリに対して“かを意識しましょう。

以下解説では、上図のようにローカルリポジトリ(青色の四角)・リモートリポジトリ(オレンジ色の雲)を分けて解説していきます。











2.4. ブランチについて


(Subversionでは開発のために各開発者がブランチをきることはほとんどなかったと思いますが、) Gitでは各開発者がブランチをきって開発をすすめていきます。

Gitでは強力なマージ機能があります。そのため、ブランチをきっても、マージする際のコストはあまりかかりません。

ブランチを切って開発を進めていくことで、以下のような利点を得ることが出来ます。







	PullRequest機能（後述します）を使用することで、ブランチ間のファイル差分を容易に確認することができ、レビュー対象が明確にわかります。

	ブランチを切り替えてレビュー対象のソースコードを容易に動作確認することが出来ます。

	ブランチを切ってレビュー完了後にマージすることで、ソースコードを必ずレビューする運用にすることができ、ソースコードの品質を維持することが出来ます。




2.4.1. ブランチの種類


PGUT工程中は、主に以下のような種類のブランチができます。







	masterブランチ
	チームにて管理するブランチ

	本番環境へリリースするソースコードを管理する

	モジュール：ブランチ＝1：1





	developブランチ
	チームにて管理するブランチ

	開発中のソースコードを管理する

	既にレビューに合格しているもののみ格納する

	モジュール：ブランチ＝1：開発拠点数(※開発拠点が一箇所であれば1)





	featureブランチ
+ 開発者が作成し、開発者が削除するブランチ
+ 開発中かつレビュー合格前のソースコードを格納する
+ モジュール：ブランチ＝1：他






2.4.2. ブランチの概念


以下の記載方法では、ブランチの時系列を表すことが出来ます。

ただし、本ドキュメントでは、「ある時点でのリポジトリの状態を断面化したもの」としてブランチを説明していきます。



[image: ../../_images/gitFlow.png]




ブランチを切り替えることで、ローカルファイルがブランチごとに変更されていきます。

今自分がどのブランチにいるのかを意識しましょう。

なお、上記 Gitの操作のながれ のイメージ図に記載しましたが、各開発者はまず開発PCのローカルリポジトリのファイルに対して変更を登録していきます。






[image: ../../_images/git-branch.png]





2.5. 実際の操作


では、実際の操作方法について記載していきます。

状況にあわせて以下リンクを参照してください。







2.5.1. 対象読者


以下全てに当てはまる人を対象読者としています。

ただし、操作方法リンクに★をつけて補足を記載している箇所は、全員が参照するようにしてください。




	Subversionを利用した開発経験がある。

	Gitを使うのは初めて。

	SourceTreeをインストールしている。








2.6. 操作方法リンク先


2.6.1. プロジェクト参加のときにやること（clone）




2.6.2. 開発を始めるときにやること（checkout）

★ブランチの切り方について記載しています。




2.6.3. 開発中にやること（ローカルでの作業）

★コミットメッセージについて記載しています。




2.6.4. 開発中にやること（リモートブランチへの反映）




2.6.5. レビュー依頼のときにやること

★プルリクエストに記載するコメントについて記載しています。




2.6.6. レビュー指摘対応のときにやること




2.6.7. レビュー合格のときにやること(レビュアーが実施)
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3. 結合テスト工程のリリースについて


目次


	結合テスト工程のリリースについて
	記載内容

	前提










3.1. 記載内容

結合テスト環境でのリリースの流れと手順です。

既存のリリース手順はなく、リリースに対しての品質を担保できれば問題ない、という環境に対してのリリース方法を記載しています。




3.2. 前提


3.2.1. 結合テスト時の全体構成


今回、メンバーは2拠点にて開発・テストを実施する。

ただし、ソースコードの修正は開発用サーバ上にて管理し、各環境に対してはリリースおよび打鍵テストのみ行う。

それによって、拠点間・環境間で、ソースコードの整合性がとれない問題は発生しない。



[image: ../../_images/itKose.png]



3.2.2. 各ツールの説明


★gitBucket




ソースコードのバージョン管理を行っているツール。

前回リリースしたソースコードと今回リリースするソースコードの差分を確認することが出来る。




★Jenkins




継続的インテグレーションツール。

バージョン管理されたソースコードの最新断面を取得して、コンパイル・テストを実行する。

コンパイルエラーが発生しないこと・自動テストが失敗しないことを確認することが出来る。

また、Jenkinsから各リリースバージョンのjarファイル/warファイル/earファイルを作成することが出来る。

jarファイル/warファイルは自動的にArtifactry（後述）に配置され、バージョン管理される。




★Artifactory




ライブラリを管理するツール。

リリースするjarファイル/warファイルを管理する。

開発者は各モジュールのファイルをダウンロードして、開発環境へのライブラリ管理の依存関係として使用することが出来る。

ライブラリアンはリリースする資源としてArtifactory上のjarファイル/warファイルをダウンロードすることが出来る。

また、結合テスト環境にリリースするearファイルもArtifactoryからwarをダウンロードして作成する。









3.2.3. ブランチ

ソースコードを管理するgitブランチは以下のように運用する。なお、各ブランチの役割は以下の通り。


	masterブランチ ... 本番リリース用のブランチ。基本的には本ブランチはIT工程にて使用しない。

	mainブランチ ... 結合テスト環境リリース用のブランチ。本ブランチにて開発者が結合テスト環境へリリースするための最終確認を行い、結合テスト環境へ資源をリリースする。

	developブランチ ... 開発用ブランチ。本ブランチにてリリース前開発者がUTレベルの打鍵テストを行う。なお、レビュー済みのソースコードのみ格納されているブランチである。

	fixブランチ ... 不具合・仕様変更対応を行うブランチ。対応完了後はdevelopブランチへマージされる。



[image: ../../_images/branch1.png]



3.2.4. 本ドキュメントに出てくる役割


	開発者 ... 実際にソースコードを修正する人

	リーダー ... 各開発者が作成したソースコードに対して品質を担保する役割をもつ人

	ライブラリアン ... 構成管理およびリリース作業を実施する人
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レビュー依頼のときにやること



Contents



		レビュー依頼のときにやること
		作業概要


		事前準備


		作業内容


		完了状態














作業概要


タスクが完了したら、レビュアーにレビュー依頼を出しましょう。
gitBucket上でpullRequest機能を使用することで、developブランチとfeatureブランチの差分を確認することが出来ます。
差分を確認し、pullRequestを作成しましょう。


レビュアーに対しては、pullRequestのURLをレビュー依頼と共に連携しましょう。
レビューOKのもののみ、pullRequestページにあるMergeボタンを使用して、developブランチへ反映させます。(レビュアーが実施。)



警告


本作業を怠ると、品質が保証されていないソースコードが他の開発者の環境に適用されてしまいます。必ず実施してください。




なお、pull requestの説明欄には以下項目を記載してください。
(Markdown記法を使用することで、タイトルなどを見やすくすることが出来ます。)


## 概要

* なぜこの変更をするのか、
* 課題は何か、
* これによってどう解決されるのか、
* など、この変更に対する概要を記載

## INPUT資料

何をINPUTにしたか






[image: ../../_images/pullRequest.png]



事前準備



		クロージング作業を全て完了していること








作業内容



		gitBucketの画面をひらきましょう。





		Pull Requestsのリンクを押します。


[image: ../../_images/gitBucket_pullRequest.png]



		New pull requestボタンを押す。


[image: ../../_images/gitBucket_pullRequest2.png]



		baseブランチにdevelopブランチを指定し、headブランチにfeatureブランチを指定する。





		Create pull requestボタンを押す。


[image: ../../_images/gitBucket_pullRequest3.png]



		ソースコードの差分が表示されるので、内容を確認してください。レビュー対象のみ、表示されているようにしましょう。





		レビュー内容を、レビュアーにわかるよう記載しましょう。


[image: ../../_images/gitBucket_pullRequest4.png]



		Create pull requestボタンを押してください。これが、イメージ図の”pullRequest“です。



警告


Merge pull requestボタンが活性になっていることを確認してください。
活性になっていない場合は、『開発中にやること（リモートブランチへの反映）』の章をやり直してください。













完了状態


プルリクエストを作成することが出来ました。
Merge pull requestボタンが活性になっていることを確認してください。



		レビュー内容がConversationタグで確認できます。


		対象コミットがCommitsタグで確認できます。


		developとfeatureの差がFile Changedタグでファイル差分を確認する事ができます。
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開発中にやること（ローカルでの作業）



Contents



		開発中にやること（ローカルでの作業）
		作業概要
		コミットメッセージの悪い例


		コミットメッセージのいい例








		事前準備


		実際の操作


		事後確認














作業概要


開発の記録を保存していきましょう。
基本的に、「タスクとして一段落したらコミットする」ようにし、こまめにコミットしましょう。
コミットしても、プッシュ（後述）するまでは他の開発者に対して変更は展開されません。
コミットメッセージは、 必ず作業内容がわかるように記載しましょう。



コミットメッセージの悪い例



		SQLファイルを修正


		12/1作業分コミット


		一旦コミット
		なにを修正したのかがわからない














コミットメッセージのいい例



		ダウンロードのヘッダ部について、yyyyMM形式からyyyy年MM月形式へ変更


		画面の開きかたを修正。同一画面にて開くようにした
		変更内容を具体的に記載しており、なにをしたのかがわかる。








		refs #123
		※refs #(Redmineのチケット番号)


		チケット番号から、なにをしたのかがわかる。











なお、Subversionでは、新規作成ファイルのみ追加(add)の操作を実行し、
ファイルを変更するときはコミット対象にチェックを付けてコミット(commit)を行いました。
gitでは、新規作成・ファイル変更に関わらず、コミット対象にチェックを付け(add)て、コミット(commit)を行います。
addに対しての操作内容が異なりますので、注意してください。
（SourceTreeでは、addもcommit同じ操作になります。）


[image: ../../_images/commit.png]





事前準備



		featureブランチに切り替えていること








実際の操作



		SourceTreeを起動します。





		「コミットされていない変更があります」の表記を確認し、「ファイルステータス」タブに切り替えます。


[image: ../../_images/sourcetree_commit1.png]

注釈


[image: icon_untracked] は追加したファイル、 [image: icon_not_staged] は更新したファイルです。







		変更内容を確認し、コミット対象ファイルを選択する。



注釈


必ず コミットしたいファイルを選んで チェックを付けてください。コミットメッセージにあったファイルを選択すること。







		赤枠にコミットメッセージを記載する。


[image: ../../_images/sourcetree_commit2.png]



		コミットボタンを押してください。これがイメージ図の add + commit です。











事後確認


開発PCに作業記録を保存することが出来ました。
変更したソースコードが「作業ツリーのファイル」欄に表示されていないことを確認しましょう。
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プロジェクト参加のときにやること（clone）



Contents



		プロジェクト参加のときにやること（clone）
		作業概要


		事前準備


		作業内容


		事後確認














作業概要



開発PCへリモートリポジトリのソースコードを取得しましょう。

※Subversionでいう、チェックアウトです。

本作業を実施することで、ローカルリポジトリが新たに作成され、リモートリポジトリと同じ状態のソースコードを手に入れることが出来ます。






[image: ../../_images/clone.png]



事前準備



		gitのインストールおよび初期設定が完了している


		SourceTreeのインストールが完了している








作業内容



		ブラウザからgitBucketを開いてください。





		赤枠の文字列をコピーしてください。


[image: ../../_images/gitBucket.png]



		SourceTreeを起動してください。





		赤枠のボタンを押し、出てきた画面に以下を入力する
- 元のパス/URL ：　gitBucketからコピーしてきたURL
- 保存先のパス：ワークスペースにしたいフォルダ
- ブックマーク＞名前：そのまま


[image: ../../_images/sourcetree_clone.png]



		クローンボタンを押してください。これが、イメージ図の”clone“の作業です。











事後確認



開発PCに、リモートリポジトリと同じ状態のリポジトリがローカルに生成されました。

指定したフォルダにファイルが格納されています。
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開発中にやること（リモートブランチへの反映）
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		開発中にやること（リモートブランチへの反映）
		作業概要


		事前準備


		作業内容


		事後確認














作業概要


開発の記録をリモートリポジトリに反映します。
自分の作成したブランチに対して変更を反映させるため、他の人に影響を与えることはありません。
少なくとも一日の最後にはこの作業を実施しましょう。
なお、ローカルリポジトリに登録していない変更はリモートリポジトリには反映されません。


[image: ../../_images/push.png]



事前準備



		ローカルリポジトリにpushしていないcommitが1つ以上あること








作業内容



		SourceTreeを起動します。





		developブランチのソースコードから、最新のソースコードを取り込みます。


[image: ../../_images/sourcetree_fetch.png]



		developブランチの末尾のコミットを指定しOKボタンを押します。


[image: ../../_images/sourcetree_marge.png]

注釈


自分が作成したfeatureブランチの状態になっていることを確認 し、マージボタンを押下する。







		developブランチの末尾のコミットを指定しOKボタンを押します。


[image: ../../_images/sourcetree_pull2.png]






これを実施することで、developブランチとfeatureブランチの差分を吸収し、
developブランチへマージ後でもアプリケーションが正常に動作することを確認することが出来ます。



		ローカルにてテストを実行して、ソースコードに問題が発生していないことを確認してください。



警告


developブランチはCIで常に品質を確認しています。必ずローカル環境にてテストを実行し、動作確認をしてください。







		プッシュボタンを押下してください。





		featureブランチにのみ チェックをいれてください。





		OKボタンを押してください。これが、イメージ図の”push“です。


[image: ../../_images/sourcetree_push.png]









事後確認


リモートリポジトリに対してローカルの変更を反映させることが出来ました。
gitBucket（ブラウザ）にて変更を確認してください。
ブランチは画面の以下箇所にて切り替えることが出来ます。


[image: ../../_images/gitBucket_end.png]
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		レビューのときにやること（レビュアーが実施）
		作業概要


		事前準備


		実際の操作
		レビュー対象の確認




















作業概要


レビューしていきましょう。


Gitを使うと、簡単にレビュー対象の差分確認や動作確認をすることができます。





事前準備



		次の作業を実施していること






		プロジェクト参加のときにやること（clone）








実際の操作



レビュー対象の確認



		開発者から連携されたpull requestのURLを開いてください。


		pull Requestでは、レビュー対象の内容・コミット・ファイル差分を簡単に確認することができます。
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レビューのときにやること(レビュアーが実施)



Contents



		レビューのときにやること(レビュアーが実施)
		作業概要


		事前準備














作業概要


レビューや動作確認をするためにレビュアーの開発環境にレビュー対象のソースコードを取得しましょう。





事前準備


開発環境にまだローカルリポジトリがない場合は、次の作業を実施してください。



		プロジェクト参加のときにやること（clone）
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レビュー指摘対応のときにやること


レビューに出したら指摘を受けました。レビュー指摘を反映させましょう。


以下の２つを実施してください。



		開発中にやること（ローカルでの作業）


		開発中にやること（リモートブランチへの反映）





一度出したpull requestはfeatureブランチを追随していくので、
レビュー指摘の対応内容がpull requestに取り込まれていきます。
すべてのレビュー指摘対応後に、再度レビュアーへレビュー依頼を出しましょう。
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レビュー合格のときにやること(レビュアーが実施)
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		レビュー合格のときにやること(レビュアーが実施)
		作業概要


		事前準備


		作業内容


		事後確認














作業概要


レビューし、内容に問題がなければ、featureブランチをdevelopブランチへマージしましょう。
developブランチへマージすると、他の開発者に対して変更内容を展開することが出来ます。


featureブランチはdevelopブランチへのマージ後は不要になるので、削除しましょう。
残しておくと、どれが既にマージ済みのfeatureブランチなのかわからなくなり、ソースコードの取り込み漏れが発生する可能性があります。


[image: ../../_images/finish.png]



事前準備



		レビュー指摘に全て対応されていること








作業内容



		gitBucketの画面を開きます。





		Merge pull requestボタンを押します。


[image: ../../_images/gitBucket_finish.png]



		Confirmマージボタンを押します。これがイメージ図の**Merge**です。


[image: ../../_images/gitBucket_merge.png]



		Delete branchボタンを押して、不要になったブランチを削除しましょう。



注釈


ブランチを削除しても、コミットの記録およびpull requestは”Close”のステータスで残ります。




[image: ../../_images/gitBucket_deleteBranch.png]









事後確認



		developブランチに変更が反映されています。


		featureブランチが削除されています。
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開発を始めるときにやること（checkout）



Contents



		開発を始めるときにやること（checkout）
		作業概要


		事前準備


		作業内容
		★手順1α（cloneしてきたばかりの人用）


		事後確認


		★手順1β（すでにdevelopブランチを作っている人用）


		事後確認


		★手順2


		事後確認




















作業概要



自分の開発PCのソースコードを最新化し、ブランチを作ります。




ブランチ名は機能をあらわす名称やチケット番号など、作成内容がわかるようにしてください。

ブランチ名：feature/[タスク内容がわかる名前]







注釈



		ユーザ作成機能のブランチの場合： feature/createUser


		Redmineのチケット番号#123の対応をする場合： feature/#123








新しく作成したブランチに対して、ソースコードの変更を登録していきます。ブランチ間でのソースコードの差分はgitBucket上で簡単に確認することが出来ます。

チームにて作成しているソースコードはdevelopブランチに格納され、自分のソースコードはfeatureブランチに格納されていくため、2つのブランチの差分をみれば、自分が修正した内容が明確になります。そのため、レビューのときにレビュー対象の範囲が明確になります。なお、ブランチのライフサイクルは2、3日を目安としましょう。







警告


ブランチの作成からレビュー完了、マージまで開発単位が長期間になると、ソースコードの競合などが発生しやすくなります。
Gitのマージ機能は強力ですが、なるべく競合を発生させないように運用しましょう。
※競合が発生した場合の解決方法については本ドキュメントには記載しません。




[image: ../../_images/branch.png]



事前準備



		ローカルにリポジトリがcloneされていること








作業内容


ローカルに新しくリポジトリをcloseしてきたばかりの人は手順1α⇒手順2を実施してください。
ローカルリポジトリに既にdevelopブランチがある人は都度都度、作業1β⇒作業2を実施してください。



		手順1α・β：developブランチへの切り替え


		手順2：featureブランチの作成






★手順1α（cloneしてきたばかりの人用）



		SourceTreeを起動してください。





		チェックアウトボタンを押す。





		新規ブランチをチェックアウトを選択し、プルダウンリストからdevelopブランチを選択してください。





		新ブランチ名は自動で入ります。問題なければそのまま。


[image: ../../_images/sourcetree_branch1.png]



		OKを押してください。これが、イメージ図のひとつめの”checkout“の作業です。











事後確認


リモートリポジトリのdevelopブランチと同じ状態のブランチをローカルリポジトリに作成できました。





★手順1β（すでにdevelopブランチを作っている人用）



		SourceTreeを起動してください。





		赤枠のdevelopをダブルクリックしてください。





		developブランチに切り替わります。


[image: ../../_images/sourcetree_branch2.png]









事後確認


リモートリポジトリのdevelopブランチとローカルリポジトリのdevelopブランチの状態が同じになりました。





★手順2



		SourceTreeを起動してください。





		developブランチを 最新化 してください。(以下作業にてリモートリポジトリの変更をローカルに適用させることが出来ます。)


[image: ../../_images/sourcetree_pull.png]



		ブランチボタンを押す。





		現在のブランチが develop になっていることを確認してください。





		新規ブランチにfeatureブランチの名前を入力してください。


[image: ../../_images/sourcetree_featureBranch.png]



		OKを押してください。これがイメージ図のふたつめの”checkout“です。











事後確認


開発PCにfeatureブランチを新規作成出来ました。
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